








































護のイメージとした。調査期間は，平成 24 年 7 月から平















































看護 2 年生の結果は，表 1 に示した。








































看護 4 年生への調査結果を表 2 に示した。看護 4 年生


















































































かった。 また，今回の調査から，講義のみの看護 2 年生も
実習終了後の看護 3・4 年生も共に，「観察の重要性」につ
いて挙げ，母性看護の特徴として捉えていることが明ら
かとなった。これは，健康でセルフケアレベルの高い対
象者であっても，身体的・生理的に変化が著しい母性看
護の現場では，褥婦や新生児を担当した時に常に観察力
を求められる。学生はこのことに気づいていることが分
かった。
さらに，少数ではあったものの，[幅広い視点]を持つこ
とや[女性の一生涯への関わり]，[次世代への関わり]，[不
妊への関わり]についても述べており，実習での関わりが
周産期以外の対象者への関心を誘発していた。全ての学
生が多様な対象者と関わることは困難であるため，グル
ープカンファレンスでの学びの共有を生かし，母性看護
の対象者理解を深めていく必要がある。また，実習での
経験から， [支援][アセスメント][母性一体として看護する
こと] を【母性看護の難しさ】として挙げられていた。これ
は，【母性看護の特徴】として認識されていた，[正常な経
過への支援]や【母性看護の特徴的な対象者】の中の[対象者
が健康である]ことが，実習を実践する上で，対象者を捉
えづらくし，【母性看護の難しさ】として認識されていた。
山口は，学生が母性看護学に苦手意識を感じたことがあ
る理由として，「特別な内容」であることや「実際のイメージ
がつきにくい」「実際の経験がない」ことを挙げている 1）。
今回の調査からも，これらの理由に当てはまるサブカテ
ゴリーが挙がり，学生の母性看護学に苦手意識を感じさ
せる要因ともなり得ることが明らかとなった。また学生
は，実習は自分の母性の成長発達に影響すると考えてい
る 4）とあり，今回の調査においても，[命の誕生への関わ
り]や[次世代との関わり]として意識している学生がいた
ことから，母性看護学を学ぶことは次世代育成の役割を
担っているともいえる。
以上のことから，母性看護学の演習や実習では，妊産
褥婦および新生児を対象とした項目のみを実施しており，
その他の対象者である思春期・壮年期・更年期・高齢期
の女性を対象とした演習および実習項目は実施していな
い。また，母性看護の特徴の一つである健康である対象
者が，正常な経過をたどり，セルフケアが確立している
ことから，母性看護の難しさを感じている学生が多かっ
た。今回の調査で明らかとなった学生の母性看護へのイ
メージから来る学びを生かしつつ，「母性看護学概論」で
の女性のライフサイクルを意識した講義を，その後の講
義・演習，さらに実習にも引き継ぎ，学生が母性看護の
対象者の視点を広く持てるようにする工夫が必要である。
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